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Recently, competition among universities has a whole new face, and emphasis is given toward interdependence and 
interactive evolution between universities and regions. From this social perspective, universities should contribute to 
regional development by serving the regional society using results of intellectual work, and it is necessary for 
universities to accomplish social contribution and regional cooperation strategically. One of the most important parts in 
strategic planning is that students participate in activities for social contribution and regional cooperation. This paper 
presents a survey of the university students’ awareness on social contribution and regional cooperation using several 
statistical methods and attempts to find factors which affect activities for social contribution and regional cooperation 
using logistic regression analysis. 
Key words: University students’ awareness, social contribution and regional cooperation, volunteer activities, 
exploratory factor analysis, logistic regression analysis 
 
1  はじめに 
 
























2  調査について 
 
本研究では，大学生の社会貢献・地域連携に対する意識を調
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合計 168 109 369 81 727 
 












1.191, 0.891, 0.789, …というものであり，2 因子構造が妥当


































因子間相関 I II 
I - .597 
II  - 
 
表―3 「商業地域に出向かない理由」の因子分析結果 
















因子間相関 I II 
I - .480 
II  - 
 
「商業地域に出向かない理由」については，固有値の変化は
2.174, 1.014, 0.827, 0.774, …というものであり，2因子構造



























因子間相関 I II 
I - .471 



























































































因子間相関 I II III 
I - .668 .170 
II  - .155 
III   - 
 
「住むという観点からの岡山県内における環境」については，
固有値の変化は5.621, 1.599, 1.272, 0.973, 0.962, …という
ものであり，3因子構造が妥当であると考えられた．なお，回転





















































  商業地域に出向く理由 商業地域に出向かない理由 大学周辺地域の印象 
  特別な用事 日常的な用事 必要性なし 移動の不便性 お店の充実 交流が多い 
商業地域に出
向く理由 
特別な用事 - .419 .128 .250 .080 .132 
日常的な用事  - -.009 .058 .122 .096 
商業地域に出
向かない理由 
必要性なし   - .346 .151 .055 
移動の不便性    - -.046 .057 
大学周辺地域
の印象 
お店の充実     - .332 
交流が多い      - 
 
表―7 各因子の得点に対する性別，所属別の平均値と標準偏差及び t 検定の結果 
  男性 女性 検定 
統計量 
文系 理系 検定 
統計量   平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 
商業地域に出
向く理由 
特別な用事 2.72 .974 2.88 1.037 -2.01*  2.86 1.018 2.73 .988 1.61  
日常的な用事 3.50 .816 4.01 .683 -9.06** 3.84 .826 3.60 .790 3.73** 
商業地域に出
向かない理由 
必要性なし 3.90 .929 3.81 .914 1.35  3.88 .916 3.86 .929 .16  
移動の不便性 2.98 .927 2.93 .898 .69  2.98 .898 2.95 .927 .51  
大学周辺地域
の印象 
お店の充実 3.00 .955 3.20 .969 -2.69** 3.15 .964 3.03 .962 1.60  
交流が多い 2.27 .708 2.33 .723 -1.19  2.37 .664 2.25 .735 2.03*  
岡山県内に 
おける環境 
施設環境 3.20 .632 3.33 .595 -2.62** 3.38 .620 3.18 .611 4.31** 
地域社会環境 2.91 .634 3.13 .644 -4.41** 3.17 .633 2.90 .634 5.42** 
自然環境 4.09 .717 4.18 .721 -1.64  4.23 .683 4.07 .733 2.70** 
* p<.05, ** p<.01 
 
表―8 ボランティア活動経験有無に有意な比率差があった項目の観測頻度と期待頻度及び 2 検定結果 
  ボランティア活動 
p値 
















































































項目のみの 2 検定結果を示しており，また表―9 はボランティ
ア活動経験有無に対して本研究で求めた各因子の得点について













  経験なし 経験ある 検定 







2.74 .986 2.90 1.036 1.81  
日常的
な用事 







3.87 .918 3.86 .946 - .10  
移動の
不便性 






3.05 .960 3.13 .978 .92  
交流が
多い 







3.23 .620 3.30 .628 1.19  
地域社
会環境 
2.96 .639 3.08 .663 2.03** 
自然 
環境 
4.12 .718 4.13 .726 - .08  

































となる．ここで， ),,,,( 54321 xxxxxx であり， )(xp は











































性別（ 1x ） 
1 = 男性 
0 = 女性 
学年（ 2x ） 
1 = 1, 2年生 
0 = 3年生以上 
所属（ 3x ） 
1 = 文系 
0 = 理系 
町内会行事 
参加経験（ 4x ） 
1 = 参加したことがある 
0 = 参加したことがない 
隣近所の人と 
挨拶（ 5x ） 
1 = 特に挨拶をすることはない 
2 = たまに挨拶をする 








































































































I - 1. 性別　（該当項目を○で囲んで下さい） 1. 男 2. 女
I - 2. 入学年度 1. 平成22年度 2. 平成21年度 3. 平成20年度
（該当項目を○で囲んで下さい） 4. 平成19年度 5. 平成18年度 6. 平成17年度以前
I - 3. 所属学部・研究科 1. 文学部 2. 教育学部 3. 法学部
（該当項目を○で囲んで下さい） 4. 経済学部 5. 理学部 6. 医学部
7. 歯学部 8. 薬学部 9. 工学部

















I - 4. 所属サークル・部 1. 文化系サークル・部 2. 体育会系サークル・部 　3. 学外サークル等
（該当項目を○で囲んで下さい） 4. サークル・部には所属していない
I - 5. 出身地　（該当項目を○で囲んで下さい） 1. 岡山市 2. 倉敷市 3. 岡山市、倉敷市以外の県内
4. 中国地方 5. 四国地方 6. 近畿地方
7. 上記以外の地方(日本国内) 8. 外国
I - 6. 現在居住している地域について 1. 岡山市(大学周辺除く） 2.大学周辺 3. 倉敷市
（該当項目を○で囲んで下さい） 4. その他の地域
I -7. 自宅（親元）からの通学である。 1. はい 2. いいえ
（該当項目を○で囲んで下さい）
I - 8. 現在の住所にどれくらい住んでいますか？ 1. 1年未満 2. 1年～2年未満 3. 2年～3年未満




   
I - 9. 1. 徒歩 2. 自転車 3. バス
4. 電車 5. 自動車 6. バイク・スクーター
I - 10. アルバイトの頻度 1. ほぼ毎日 2. 週４～５日程度 3. 週２～３日程度
（該当項目を○で囲んで下さい） 4. 週１日程度 5. 月に１～２回程度 6. 行っていない



























１　　　　 ２　　　　 ３　　　　 ４　　　　 ５　　　　 ６
１　　　　 ２　　　　 ３　　　　 ４　　　　 ５　　　　 ６
１　　　　 ２　　　　 ３　　　　 ４　　　　 ５　　　　 ６









II - 1. 次の商業地域に行く頻度を教えてください（通学
途中の単なる通過は含みません）。
１　　　　 ２　　　　 ３　　　　 ４　　　　 ５　　　　 ６









1. 岡山城・後楽園 2. 岡山県立美術館
3. オリエント美術館 4. 林原美術館
（該当項目を○で囲んで下さい） 5. 夢二郷土美術館 6. 岡山市デジタルミュージアム
7. 半田山植物園 8. 最上稲荷
9. 吉備津神社 10. 吉備津彦神社
11. 足守藩侍屋敷・近水園 12. カンコースタジアム
13. 倉敷美観地区 14. 大原美術館
15. 瀬戸大橋 16. 鷲羽山
17. 津山鶴山公園 18. 津山衆楽園
19. 閑谷学校 20. 和気神社
21. 牛窓 22. 名刀の里　長船
23. 八塔寺ふるさと村 24. 備中国分寺
25. 造山古墳・作山古墳等古墳群 26. 備中松山城
27. 吹屋ふるさと村 28. 井倉洞
29. 満奇洞 30. 神庭の滝
31. 恩原高原 32.. 蒜山高原
33. 中世夢が原 34. カブトガニ博物館
35. 田中美術館 36. 奥津温泉





II - 4. あなたのお気に入りのスポットをあげてくださ
い。（自由記述：複数回答可）











































































II - 6. 県内で、ぜひ行くように推薦したいところ（Ⅱ-8
の項目以外でも結構です）がありますか？
(あると回答した方：具体的に)




   
1. 全くそう思う 2. ややそう思う 3. どちらともいえない
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない
（該当項目を○で囲んで下さい）
　
1. 入っている 2. 入っていない 3. わからない
（該当項目を○で囲んで下さい）
　




1. よく参加する 2. 参加したことがある 3. 参加したことがない
（該当項目を○で囲んで下さい）
　
III - 4. 参加したことがある行事名活動名を教えてくださ
い。（自由記述：複数回答可）
 
1. よくある 2. ときどきある 3. ない
（該当項目を○で囲んで下さい）
 




III - 7. 隣近所の人と挨拶をかわしていますか。 1. よく挨拶をする 2. たまに挨拶をする 3. 特に挨拶をすることはない
（該当項目を○で囲んで下さい）
III - 6. 町内会からゴミ出しの当番、夜回り、お祭り、地
域清掃の参加等の協力依頼があったら、応じま
すか。
III - 2. 今後、町内会などの自治会に参加する予定は
ありますか。
III - 3. 大学に入ってから、町内会の行事に参加したこ
とはありますか。
III - 5. 町内会や近所の人から行事に誘われることが
ありますか。
II - 10. 大学キャンパスと周辺地域はあなたにとって魅
力のある地域ですか。



















1. 現在参加している 2. 参加したことがある
3. 参加したことがない　　→　Ⅲ-13　へお進みください。
（該当項目を○で囲んで下さい）
1. 町内会や商店街活動の支援 2. 災害復興の支援
3. スポーツ指導関係 4. イベント運営関係
5. 環境問題関係 6. 外国人や留学生の支援
7. 高齢者の支援 8. 障害者支援
（該当項目を○で囲んで下さい） 9. 芸術アート関係 10. 地域の伝統文化関係
11. まちづくりの企画運営関係 12. 農村、山村などでの村おこし




1. はい 2. いいえ
（該当項目を○で囲んで下さい）
III - 10. 大学に入ってから、ボランティア活動に参加した
ことがありますか。



















 1. 町内会や商店街活動の支援 2. 災害復興の支援
3. スポーツ指導関係 4. イベント運営関係
（該当項目を○で囲んで下さい） 5. 環境問題関係 6. 外国人や留学生の支援
7. 高齢者の支援 8. 障害者支援
9. 芸術アート関係 10. 地域の伝統文化関係
11. まちづくりの企画運営関係 12. 農村、山村などでの村おこし






















1. 全くそう思う 2. 少しそう思う 3. どちらともいえない
4. あまりそう思わない 5. 全くそう思わない
（該当項目を○で囲んで下さい）






IV - 1. 卒業後も岡山県に住みたいですか。あなたの考
えをお聞かせください。
III - 13. 今後参加してみたいボランティア活動はありま
すか。該当するすべてのものを選んでください。
(具体的に)




























IV - 2. 「住む」という観点から、岡山県内における環境
について、あなたはどのようにお考えですか。右
に示す項目で、あなたが考える程度について、
得点欄から最も当てはまる番号に一つ○をつけ
てください。
① 自然環境がよい ５　－　４　－　３　－　２　－　１
② 気候・風土がよい ５　－　４　－　３　－　２　－　１
③ 都市としての魅力がある ５　－　４　－　３　－　２　－　１
④ 友達、地域住民同士で仲が良い ５　－　４　－　３　－　２　－　１
羅　明振　ら／大学生の社会貢献・地域連携に対する意識
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